
垂直離着陸型固定翼機 ＤＪＶ０１



マルチモード
・垂直離着陸モード：垂直離着陸モジュール
（黒色バー２本と両端にある計４つプロペラ）
を装着。離着陸とも垂直に上昇下降します。
・固定翼モード：垂直離着陸モジュール（黒色
バー２本と両端にある計４つプロペラ）を外し
て使用します。⾧時間飛行、より安定した飛行
が特徴です。

頑丈なボディ
高強度複合ボディです。胴体は炭素繊維骨格
を採用しており、主構造は高強度、軽量です。
主要な部材は、変形ハニカム表面と複合ケブ
ラーとアラミド繊維を使用しており、高温耐
性、強い靭性、強度は鋼鉄の５倍です。

フライトパラメータ
最大風力階級６（風速１０．８～１３．８m）
制御距離１０～６０キロ
飛行時間 ６０分（ＶＴＯＬ）
離離陸方法 垂直離着陸
（固定翼の離陸は射出か手投げ）
（固定翼の着陸はパラシュート）
失速速度 １０m / s
通信距離 ２０Ｋｍ
測量面積 １回の運行あたり約５㎢以上
推奨カメラ ＳＯＮＹ α７Ｒ２
カメラ位置解析 ＲＴＫ/ＰＰＫ
操作方法 ＰＣ/タブレット/送信機
自動操縦ソフトウエア Aibird GStation

物理パラメータ
全⾧ １m
全幅 １．６６m（ＶＴＯＬ）
（固定翼では１．６m）
質量 ６．５ｋｇ（ＶＴＯＬ）
（固定翼では４．３ｋｇ）
最大高度 ５０００ｍ
巡航速度 ６４m / s  - ７９m / s
ペイロード ８００ｇ
素材 ＦＲＰ
安全装置 パラシュート
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ＤＪＶ０１ 主な特徴
・実用性の高い写真測量用、垂直離着陸機（ＶＴＯＬ）
・低価格、熟練不要、イージーメンテナンス
・長時間飛行（ＶＴＯＬ５０分、固定翼１００分）
・圧倒的な広域調査（１フライトで５平方キロメートル以上）
・中山間地でも運用が容易（わずか１０平米の離着陸エリア）
・デュアルカメラ／５レンズカメラで斜め写真も可能

※VTOLとはVertical Take-Off and Landing Aircraft

高度な安全性
・二重差動システム：リアルタイムと後処理システムは
独立して動作し、飛行精度と航空測量精度の信頼性を保
証します。
・二重磁気コンパス：外部の磁気コンパスが妨害される
と、自動的に内蔵の磁気コンパスに切り替わります。
・デュアルモーター：パワーバックアップシステム、
モーターが１基でも安全に帰還ができます。最大上昇角
は１５°以上で、風力階級６で安定飛行が可能です。
・緊急時および安全性：低電圧、高オーバーラン、リン
クタイムアウト、ＧＮＳＳ異常、エンジン異常などの一
連の予期しない状況下での緊急時対応および自動帰還機
能を有します。


